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ウ ェ ブ サ イ ト で は 、  よ り 詳 し い 記 事 を ご 覧 い た だ け ま す 。

伝 承 セ ン タ ー の 「 黄 龍 」

ち 合 わ せ 会 に は 約 ５ ０ 人 が  参  加 し た

う で 、 い ろ い ろ と 影 響 しそ う だ 」 と 話 し た 。 また 、 ２ 年 前 ま で は 大 殿 小と 白 石 小 の ５ 年 生 女 子 児童 ４ 人 が 毎 年 持 ち 回 り で担 当 し て き た 「 浦 安 の舞 」 の 舞 姫 は 、 昨 年 か ら両 校 に 限 定 せ ず 募 集 す るよ う 変 更 。 今 回 は 、 宮 野小 か ら ２ 人 、 良 城 小 と 小郡 南 小 か ら １ 人 ず つ 参 加す る こ と に な っ た 。 そ して 、 天

て ん

狗
ぐ

の 大 面 な ど の

「 道 具 」 を 運 ぶ 御 神 幸 行
列 奉 仕 は 、 例 年 通 り 大 内上 千 坊 地 域 の 有 志 が 担 当す る 。　

続 い て 、 各 行 事 に つ い

て 担 当 団 体 が 報告 。 鷺

さ ぎ

替 行 事

（ 福 引 ） に つ いて 同 委 員 会 は「 世 代 交 代 も 進め て 、 今 後 も 子ど も 神

みこし

輿 へ の 寄

付 な ど 続 け て いき た い 」  、 鷺 の舞 奉 納 に つ い て同 保 存 会 は 「 例年 通 り 実 施 」 と

　
山 口 の 夏 を 告 げ る 風 物

詩 、 山 口 祇 園 祭 （ ７ 月

2 0

日 〜

2 7日 ） 開 催 に 向 け た

関 係 者 に よ る 打 ち 合 わ せ会 が 、

1 2日 に 山 口 市 の 大

殿 地 域 交 流 セ ン タ ー で 開か れ た 。 山 口 祇 園 祭 振 興会 、 各 催 し の 担 当 者 、 大殿 ・ 白 石 地 域 の 各 町 内 会代 表 者 ら 、 約

5 0人 が 参 加

し た 。　
八 坂 神 社 ・ 小 方 礼 次 宮

司 と 山 口 祇 園 祭 振 興 会 ・宗 像 常 明 会 長 の あ い さ つに 続 き 、 小 方 宮 司 が 祭 典日 時 と 奉 納 神

か み

賑 に ぎ わ い

行 事 に

つ い て 説 明 。  「 初 日 が 参院 選 投 開 票 日 と 重 な り そ

述 べ た 。 ま た 、 昨 年 ５ 月に ニ ュ ー ヨ ー ク で も 演 奏を 披 露 し た 山 口 祇 園 囃

ば や

子
し

に つ い て 同 保 存 会 は 、「 こ れ ま で は 山 口 観 光 コン ベ ン シ ョ ン 協 会 の 管 轄だ っ た が 、 先 般 山 口 祇 園囃 子 保 存 会 を 立 ち 上 げ 。今 後 は 保 存 会 が 運 営 し てい く 」 と 話 し た 。 そ して 、 昨 年 に 続 い て 中 日 の７ 月

2 4日  （ 木 ）  に は 御 旅 所

で 演 奏 を 奉 納 す る と した 。 市 民 総 踊 り に つ い て

は 、 担 当 す る 山 口 商 工 会議 所 （ 欠 席 ） に 代 わ っ て小 方 宮 司 が 「 今 年 の 踊 りの 列 は 、 神 様 の い ら っ しゃ る 御 旅 所 前 ま で や っ てく る 」 こ と を 報 告 し た 。　
次 に 、 祇 園 祭 振 興 会 事

務 局 が 、 ３ 基 の 御 神 輿 によ る 御 神 幸 ・ 御 還 幸 奉 仕に つ い て 報 告 ・ 確 認 。 山　
現 在 、 個 人 や グ ル ー プ

で の 神 輿 の 担 ぎ 手 が 、 広く 募 集 さ れ て い る 。 男 性は

2 0日 と

2 7日 の 両 日 も し

く は １ 日 だ け の 参 加 も 可能 。 時 間 は 、 着 替 え も 含め て 午 後 ６ 時 か ら ９ 時 半ご ろ ま で で 、 参 加 は 無

　

講 座

「 知 っ ちょ る ？

　

風 水 の 町　
や ま ぐ

ち 〜 大 内時 代 か ら続 く 、 住み や す く災 害 の 少な い 町 」が 、 ７ 月５日（ 土 ）  午 後

１ 時 半 か ら ３ 時 半 ま で 山口 市 男 女 共 同 参 画 セ ン ター （ 山 口 市 中 央 ２ ） で 開か れ る 。 主 催 は 山 口 市 男女 共 同 参 画 ネ ッ ト ワ ー ク

料 。 応 募 締 め 切 り は ７ 月
1 0日  （ 木 ）  。 申 し 込 み ・ 問

い 合 わ せ は 、 山 口 祇 園 祭振 興 会 （

☎
０ ８ ３

－

９ ２

０

－ ０ ２ ２ ２ ） へ 。

　
女 性 は

2 7日 の み の 参

加 。 午 後 ３ 時 半 に 集 合し 、 巡 行 は ９ 時 半 ご ろ まで 、 参 加 料 は ５ ０ ０ 円 。定 員 は 先 着

3 0人 。

　
大 内 氏 は 、 京 の 町 か ら

陰 お ん

陽 み ょ う

師
じ

を 呼 び 寄 せ 、 風 水

の 恵 方 に よ る 街 づ く り をし た と い わ れ て い る 。 すな わ ち 、 山 口 を 四 神 （ 東に 青 龍 、 西 に 白 狐 、 南 に朱 雀 、 北 に 玄 武 ） に よ って 守 ら れ た 「 四

し

神 じ ん

相 そ う

応 お う

」

の 地 と 位 置 づ け た 。　
そ の 逸 話 を 観 光 誘 客 な

ど に 生 か そ う と 、 シ ビ ック プ ラ イ ド 醸 成 に 繋 が る歴 史 文 化 遺 産 活 用 推 進 協議 会 （ 渡 邉 純 忠 会 長 、

☎

０ ８ ３

－

９ ２ ５

－

２ ３ ０

０ ） は こ の ほ ど 、 東 西 南北 と 中 央 の ５ カ 所 に 観 光

遊 促 進 事 業 も 予 定 す る 。　
そ し て 今 回 の 講 座 は 、

や ま ぐ ち 萩 往 還 語 り 部 の会 の 松 井 邦 昭 会 長 が 講 師を 務 め る 。 松 井 さ ん は 、同 協 議 会 の メ ン バ ー で 、同 ネ ッ ト ワ ー ク の 理 事 も務 め て い る 。　
聴 講 希 望 者 は 、 氏 名 、

住 所 、 電 話 番 号 を 、 同 ネッ ト ワ ー ク （

０ ９ ０

－ ７ ５ ９ ２

－ ６ ６ ４ ８ 、

djksnet0401@g
mail.

co
m ） に 電 話 や メ ー ル な

ど で 伝 え る 。 締 め 切 り は
2 5日  （ 水 ）  。

看 板 を 設 置 し た 。 場 所は 、 山 口 市 菜 香 亭
（ 東 ・ 青 龍 ）  、 狐 の 足 あ

と （ 西 ・ 白 狐 ）  、 Ｊ Ｒ山 口 駅 （ 南 ・ 朱 雀 ）  、香 山 公 園 観 光 案 内 所
（ 北 ・ 玄 武 ）  、 山 口 ふ る

さ と 伝 承 総 合 セ ン タ ー
（ 中 央 ・ 黄 龍 ） だ 。 回

口 市 観 光 交 流 課 か ら 「 例年

5 0人 か ら

8 0人 の 若 手 職

員 が 担 ぎ 手 と し て 参 加 して い る が 、 選 挙 の 運 営 にの べ １ ０ ０ ０ 人 も の 手 が取 ら れ る た め 、 今 年 の 参加 は 少 な く な る 」 と の 説明 も あ り 、 各 町 内 へ の 担ぎ 手 募 集 が 、 あ ら た め て呼 び か け ら れ た 。

「 初 日 が 参 院 選 投 開 票 日 と 重 な り そ う 」
山 口 祇 園 祭 打 ち 合 わ せ 会 が 開 催

御 輿 担 ぎ 手 を 募 集
「 風 水 の 町  や ま ぐ ち 」 講 演 会
シ ビ ッ ク プ ラ イ ド 協 は ５ カ 所 に 看 板 設 置

７ 月 ５ 日

で 。 参 加 料 は ５ ０ ０ 円（ 御 守 木 札 と 玉 串 料 ）で 、 定 員 は １ ２ ０ 人 （ 先着 ）  。 締 め 切 り は ７ 月

1 0

日 。 申 し 込 み ・ 問 い 合 わせ は 、 山 口 市 商 店 街 連 合会 （

☎
０ ８ ３

－

９ ０ ２

－

０ ８ ９ ２ ） へ 。

次 回 は 6 月 2 5 日 掲 載

︻ ガ レ ー ジ セ ー ル 開
催 ！ ︼

６ 月

2 0日  （ 金 ）  、

2 1

日  （ 土 ）

1 0時 〜

1 5時 、 山 本

時 計 店 時 の 家 （ 宮 島 町 ４

－

1 7）

山 口 井 筒 屋
［ ５ 階 ］ 今 週 の 催 し 案 内

︻ 催 場 ︼ ~ ８ 月 ７ 日︵ 木 ︶  :

お 中 元 ギ フ ト セ ン

タ ー ▽

1 9日  ︵ 木 ︶  ~ ７ 月 ８

日  ︵ 火 ︶  :

ア ン テ ィ ー ク 蚤

の 市

︻ 美 術 ギ ャ ラ リ ー ︼

~

2 3日  ︵ 月 ︶  :

日 本 美 術 界

巨 匠 に よ る 木 版 色 紙

　
薬

師 寺 「 散 華 」 展 、 日 本 の四 季 ふ る さ と の 詩

　
原 田

泰 治 版 画 展

催
　 　

し
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ガ リ レ オ 温 度 計

完 成 イ メ ー ジ
2 0 9 0

　
「 や ま ぐ ち 食 の 安 心 ・ 安 全 研 究 セ ン タ ー 」 で は 、 コ ー プ や ま ぐ

ち で 取 り 扱 っ て い る 商 品 の 安 全 性 確 保 の た め に 検 査 を し て い ます 。　
ど ん な 検 査 を し て い る の か 、 み て い き ま し ょ う 。

　
（ 一 社 ） や ま ぐ ち 食 の 安 心 ・ 安 全 研 究 セ ン タ ー 主

催 で 夏 休 み の 自 由 研 究 を 開 催 し ま す 。　
今 年 の テ ー マ は 「 ガ リ レ オ 温 度 計 を 作 ろ う ！ 」  。

　
「 ガ リ レ オ 温 度 計 」 を 知 っ て い ま す か ？

　
透 明 な

容 器 の 中 で 、 浮 き が 浮 い た り 沈 ん だ り す る こ と で温 度 が わ か る 不 思 議 で 楽 し い 温 度 計 で す 。 身 近 な材 料 を 使 っ て 、 自 分 だ け の ガ リ レ オ 温 度 計 を 作 って み ま し ょ う ！★ 小 学 生 高 学 年 向 き で 、 １ 時 間 半 ほ ど の 内 容 です 。 保 護 者 の 方 と 一 緒 に ご 参 加 い た だ け ま す よ うお 願 い い た し ま す 。

二 次 元 コ ー ド よ り お 申 込 みい た だ け ま す 。ご 参 加 お 待 ち し て お り ま す ♪

研 究 セ ン タ ー  っ  て ど ん な 検 査 を し て い る の ？　
ト ラ ッ ク で 皆 さ ん に お 届 け し て い る

「 宅 配 商 品 」  、 店 舗 で 販 売 し て い る 「 店 舗
商 品 」  、 お 弁 当 ・ お か ず を ご 自 宅 ま で 配 達し て い る 「 夕 食 宅 配 」 の 商 品 の 「 微 生 物検 査 」  、  「 農 薬 残 留 検 査 」 を し て い ま す 。●

微 生 物 検 査

… 食 品 の 腐 敗 な ど の 品 質 劣

（  一  社 ）  や ま ぐ ち 食 の 安 心  ・  安 全 研 究 セ ン タ ー だ よ り

化 の 指 標 と な る 細 菌 を 検 査 し て い ま す 。 ま た 食 品中 に 食 中 毒 の 原 因 と な る 食 中 毒 菌 が い な い か も 調べ て い ま す 。●
農 薬 残 留 検 査

… 農 作 物 に ど れ だ け 農 薬 が 残 留 し

て い る か を 検 査 し 、 法 律 で 定 め ら れ た 基 準 を 守 れて い る か 調 べ て い ま す 。　  　
結 果 に 問 題 が あ れ ば 、 担 当 部 署 ・ 取 引 先 ・ 生 産 者 に 結 果 を 知 ら  せ 、 原 因

究 明 、 再 発 防 止 を 図 り ま す 。 万 が 一 、 人 体 に 影 響 を 与 え  る  よ う な 結 果 が 出 たと き は 、 早 急 に 回 収 な ど  の 措 置 を 取 り ま す 。 ま た 、 基 準 値 は 超 え て な  い  も  のの  、 気 に な  る 結 果 が 出 た 場 合 も 担 当 部 署 に 知 ら  せ 、 可 能 な 場 合 は 、 生 産 者 ・製 造 者 に 知 ら  せ 、 不 適 を 事 前 に 防 ぐ  こ  と  も  し  て  い  ま す 。

ど ん な 検 査 を し て い る の ？

問 題 が あ る 結 果 が 出 た 場 合夏 休 み 自 由 研 究 の お 手 伝 い を し ま す ♪

サ  ン  デ  ー  美  術  館

3 2 3

子 入 り を 請 う 場面 だ 。 い く ら 話

し か け て も 壁 を 向 い た ま まの 達 磨 に 、 自 ら の 左 腕 を 切り 落 と し て 覚 悟 の ほ ど を 示し た 神 光 。 身 じ ろ ぎ も し ない 達 磨

｜

目 だ け は ギ ロ リ

と こ ち ら を 睨 ん だ 。 ど う やら 弟 子 入 り は 許 し た よ う だか ら 一 安 心 ▼ 一 方 、 本 日 ご紹 介 す る 「 壁 に 向 か う 男 」は 、 カ ナ レ ッ ト に よ る ヴ ェネ ツ ィ ア 景 観 画 の 一 部 、 右下 隅 に 描 か れ た 些 細 な 挿

エ ピ ソ ー ド

話

で あ る ▼ 赤 い 服 の 男 が 、
「 コ ラ ー ッ ！

　
そ こ で そ ん

な こ と し ち ゃ ぁ い か ん よ 」と 怒 鳴 る の だ が 、 怒 鳴 ら れた 男 は 背 を 丸 め た ま ま 身 じろ ぎ も し な い ・ ・ ・ と い うか 、 止 ま ら な い ん だ な 、 きっ と 。※ 「 カ ナ レ ッ ト と ヴ ェ ネ ツィ ア の 輝 き 」 展 （ ６ 月

2 2日

ま で ） 展 示 作 品 よ り

　
「 壁 に 向 か う 男 」 と い え

ば 、 雪 舟 筆 、 国 宝 「 慧

え

可
か

断 だ ん

臂
ぴ

図
ず

」  （ １ ４ ９ ６ 年 ） が 思

い 浮 か ぶ ▼ 洞 窟 の 壁 に 向 かっ て ９ 年 。 ひ た す ら に 座 禅修 養 し て い た 達 磨 さ ん に 、僧 ・ 神

じ ん

光 こ う

（ 後 の 慧

え

可
か

） が 弟

ヴ  ェ  ネ ツ  ィ  ア に も壁 に 向 か う 男 あ り

県 立 美 術 館

　 　

河 野

　
通 孝

サ ン  ・  ヴ  ィ  オ 広 場 か ら 見 た カ ナル  ・  グ ラ ン デ  （ 部 分 ）  １  ７  ３  ０ 年以 降 カ ナ  レ  ッ  ト ス  コ  ッ  ト ラ ンド 国 立 美 術 館

サ ン デ  ー 山 口 は 、  山 口 市  ・  美 祢 市  ・  宇 部 市  （  一  部 ）  ・  防 府 市  （  一  部 ）  で の 新 聞 折 り 込 み と 各 所  へ  の 設 置 で 、  み な さ ま に お 届 け し て  い  ま す 。  紙 面 に 載 り 切 ら な  い 情 報 は ウ  ェ  ブ サ イ ト に 掲 載 し て  い  ま す 。  ぜ ひ ご 覧 く だ さ  い 。


